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引受保険会社

■

■

当資料は、特別勘定の運用実績等をご契約者さまへお知らせするための資料であり、生命保険の募集お
よび投資信託の勧誘を目的としたものではありません。
また、予告なしに当資料の内容が変更、廃止される場合がありますので予めご了承ください。

SOMPOひまわり生命は、「運用環境の主な状況」などを信頼できると考える情報に基づき作成しています
が、その正確性・完全性については、これを保証するものではありません。
また、「運用実績・状況」に係る内容は、いかなるものも過去の実績であり、将来の運用実績を示唆あるい
は保証するものではありません。

本商品は、SOMPOひまわり生命保険株式会社を引受保険会社とする生命保険で、預金ではありません。
そのため、預金とは異なり元本保証はありません。
本商品の費用や投資リスクについては、本資料巻末に記載していますので、必ずご確認ください。
また、本商品のご検討にあたっては、「契約締結前交付書面（契約概要・注意喚起情報）」「ご契約のしおり・
約款」「特別勘定のしおり」をご覧ください。



１．特別勘定の種類 2023年8月末現在

主な投資対象となる
投資信託

世界ＥＴＦバランス
４０ファンド

（適格機関投資家専用）

主な投資対象とする投資信託を通じ、日本を含む主要先進国の株
式や債券に分散投資し、中⾧期的な資産の成⾧を目指します。外
貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。資産配分
は、国内株式15％、外国株式25％、国内債券30％、外国債券
30％です。（※１）

SOMPOアセット
マネジメント株式会社

世界ＥＴＦバランス
６０ファンド

（適格機関投資家専用）

主な投資対象とする投資信託を通じ、日本を含む主要先進国の株
式や債券に分散投資し、中⾧期的な資産の成⾧を目指します。外
貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。資産配分
は、国内株式20％、外国株式40％、国内債券20％、外国債券
20％です。（※１）

SOMPOアセット
マネジメント株式会社

国内株式インデックス・
ファンドＶＡ

（適格機関投資家専用）

主な投資対象とする投資信託を通じ、主としてTOPIX（東証株価
指数）採用銘柄に投資を行い、TOPIX（東証株価指数、配当込
み）の動きに連動する投資成果を目指します。

ブラックロック・
ジャパン株式会社

外国株式インデックス
オープンＶ

（適格機関投資家限定）

主な投資対象とする投資信託を通じ、主として日本を除く主要先進
国の株式に投資を行い、ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込
み、円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指します。外貨
建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。

三菱ＵＦＪ
国際投信株式会社
※2023年10月より三菱

UFJアセットマネジメント株式
会社に社名変更となります

フィデリティ・
グローバル株式・ファンド

（適格機関投資家専用）

主な投資対象とする投資信託を通じ、実質的に日本を含む世界の
企業の株式等へ投資を行い、⾧期的な元本の成⾧を目指します。
外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。

フィデリティ投信
株式会社

インデックスファンド
海外新興国

（エマージング）株式

主な投資対象とする投資信託を通じ、主として新興国の株式に投資
を行い、MSCIエマージング・マーケット・インデックス（税引後配当込
み、円ヘッジなし・円ベース）の動きに連動する投資成果を目指しま
す。外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。

日興アセット
マネジメント
株式会社

外国債券インデックス・
ファンドＶＡ

（適格機関投資家専用）

主な投資対象とする投資信託を通じ、主として日本を除く主要先進
国の国債に投資を行い、ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日
本、国内投信用円ベース）の動きに連動する投資成果を目指しま
す。外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。

ブラックロック・
ジャパン株式会社

国内リートインデックス・
ファンドＶＡ

（適格機関投資家専用）

主な投資対象とする投資信託を通じ、主として日本の不動産投資
信託証券（REIT）に投資を行い、S&P J-REIT指数（配当込
み）の動きに連動する投資成果を目指します。

ブラックロック・
ジャパン株式会社

（特に定めません。）
円建ての預貯金、短期金融商品を中心に運用を行います。流動性
に十分配慮し、リスクを抑えた安定的な運用を行います。（※２）

-

（※1） 資産ごとにつぎの指数を基本資産配分で合成したものを参考指数とします。
また、原則として毎月末時点で基本資産配分に近づけるため、リバランス（資産配分の調整）を行います。

国内株式 TOPIX（配当込み）
国内債券 NOMURA-BPI総合
外国株式 MSCIコクサイ・インデックス（配当込み・円ベース）
外国債券 FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）

（※2） マーケットの先行きが読みにくい局面で資金を一時的に退避させる目的でご利用いただけます。
諸費用の控除等により積立金が減少することがありますので、ご注意ください。

短期金融市場型

特別勘定
の名称

特別勘定の運用方針 運用会社

バランス４０型
（安定型）

バランス６０型
（積極型）

国内株式型

先進国株式型

先進国株式
アクティブ型

新興国株式型

先進国債券型

国内リート型
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２．運用環境の主な状況 2023年8月末現在

■日本株式市場

　東証株価指数（TOPIX・配当込み）は、月初から中旬にかけて、米国債格下げを受けた投資家心理の悪化や、底堅い米国景気
を受けた米国金融引締め⾧期化懸念が相場の下押し圧力となりましたが、日本の企業決算が堅調だったことが支えとなりました。月末
にかけては、米国⾧期金利の上昇が一服したことから上昇に転じたものの、月間でほぼ横ばいとなりました。

■外国株式市場（先進国株式市場、新興国株式市場）

　先進国株式市場は、月初から中旬にかけて、米国債格下げに加え、底堅い米国景気を受けた欧米での金融引締め⾧期化懸念の
高まりから下落しました。月末にかけては、米国⾧期金利の上昇一服、欧州金融当局の利上げ懸念後退、中国当局の政策期待など
から上昇に転じたものの、月間では下落となりました。
　新興国株式市場は、中国当局による株式市場の活性化策発表、ブラジル中央銀行による政策金利引き下げなどが株価の支援材
料となったものの、中国の軟調な経済指標による景気先行き懸念、中国不動産開発大手による米国での破産法申請、中国不動産
市況悪化への警戒などが株価の重石となり、月間では下落となりました。

■日本債券市場

　⾧期国債利回りは、月初は、前月末の日銀の⾧短金利操作の運営柔軟化を受けて利回り上昇が継続したものの、日銀の臨時国
債買い入れが下支えとなり、利回り上昇は限定的となりました。中旬以降は、海外金利の上昇に追随したことや円安進行などにより上
昇し、月間でも上昇となりました。

■外国債券市場

　外国債券市場は、月初は、米国債格下げや増発計画公表を受けた財政・需給懸念の高まりから、利回りは上昇（価格は下落）
し、中旬以降も、複数の経済指標から米国の景気見通しが改善するとの見方が強まったことなどから、利回り上昇となりました。月末に
かけては、米国の軟調な雇用関連指標により労働市況が緩和したとの見方が再度強まったことなどから、利回りは低下（価格は上
昇）しましたが、月間では上昇となりました。

■外国為替市場

　ドル円は、月初は、軟調な米国雇用統計などから一時的にドル安となる場面もありましたが、中旬以降は、根強い米国物価指標など
から米国金融当局による金融引締めが⾧期化するとの見方や堅調な米国景気指標などにより、ドル高となり、月間でも円安ドル高が
進行しました。
　ユーロ円は、日本の賃金上昇の伸び鈍化により日銀が金融政策緩和を維持すると見られる一方、欧州の根強い物価経済指標など
により欧州金融当局の金融引締めは⾧期化すると見られ、欧州日本での金融政策の違いを背景に、月間では円安ユーロ高が進行し
ました。

■国内リート市場

　国内リート市場は、前月末の日銀による金融政策修正を受けた大幅な売りから買い戻しが入ったものの、中旬は中国の軟調な経済
指標や不動産開発大手の米国での破産法申請を受け、投資家心理が悪化したことから下落しました。月末にかけては、米国半導体
銘柄の好調な決算など、再び上昇しました。
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３．特別勘定の運用実績・状況 2023年8月末現在

■特別勘定のユニットプライスの推移

※ ユニットプライスは小数点第3位未満を切り捨て、騰落率は小数点第3位を四捨五入しています。
※ 騰落率は、当月末における、上記各期間のユニットプライスの変動率を表しています。
※ 特別勘定のユニットプライスは、当社公式ホームページにて各営業日にご確認いただけます。

■特別勘定資産の内訳 （単位:千円）

現預金・その他
その他有価証券

合計

現預金・その他
その他有価証券

合計
※ 各特別勘定で利用している国内投資信託は、いずれも「その他有価証券」の項目に含まれます。
※ 金額の単位未満は切り捨て、構成比は小数点第2位を四捨五入しています。
※ 上記は過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

4,064 100.0% 1,840 100.0% 4,121 100.0%
4,032 99.2% 1,824 99.1% - -%

31 0.8% 16 0.9% 4,121 100.0%
金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

先進国債券型 国内リート型 短期金融市場型

98.6% 74,844 98.5% 7,200 98.7%
18,318 100.0% 7,879 100.0% 84,717

1.3%
18,102 98.8% 7,798 99.0% 83,537

100.0% 75,972 100.0% 7,292 100.0%

215 1.2% 80 1.0% 1,179 1.4% 1,127 1.5% 91

バランス６０型
（積極型）

国内株式型 先進国株式型
先進国株式
アクティブ型

新興国株式型

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

バランス４０型
（安定型）

金額 構成比
69

6,098
6,167

1.1%
98.9%
100.0%

ー ー ー ー 3.21%

ー ー ー ー -0.15%

9.50%

ー ー ー ー 6.29%

ー ー ー ー 4.43%

3年 5年 設定来

ー ー ー ー 6.14%

5.16%

ー ー 9.08%

ー ー ー ー 8.94%

ー ー 7.84%

ー ー ー ー

6か月 1年

ー ー

ー ー

3か月

4.94%

6.21%

6.96%

7.75%

1.81%

-0.04%

108.935

106.290

104.430

103.208

99.849

3.47%

2.54%

-0.11%

6.72%

騰落率
1か月

1.15%

1.55%

1.55%

新興国株式型

先進国債券型

国内リート型

短期金融市場型

特別勘定名
ユニット
プライス

106.137

107.836

109.499

109.079

バランス４０型
（安定型）

バランス６０型
（積極型）

国内株式型

先進国株式型

先進国株式
アクティブ型

2.13%

1.69%

-0.63%

2.20%

 3



４．主な投資対象とする投資信託の運用状況 2023年8月末現在

■投資方針

■参考指数
当ファンドは、ベンチマークを設けません。ただし、以下の各指数を基本資産配分比率で合成した複合指数を参考指数とします。

■基準価額、純資産総額の推移

■ポートフォリオの構成

※

※

※

※

■騰落率（税引前分配金再投資）
※ 

※ 

 ● 当資料に記載の内容は、過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
 ● 当資料は、生命保険契約の募集または投資信託の勧誘を目的としたものではありません。
 ● 当資料は、各運用会社の運用報告をSOMPOひまわり生命が提供するものです。
 ● 商品内容の詳細については、「特別勘定のしおり」等をご覧ください。
 ● ご負担いただく費用や投資リスクについては、P.14～15をご確認ください。

投資対象とする投資信託と運用会社
世界ＥＴＦバランス４０ファンド（適格機関投資家専用）

 ＳＯＭＰＯアセットマネジメント株式会社

特別勘定名

バランス４０型（安定型）

投資信託の特徴

主に国内外の株式や債券に投資します。主として「NEXT FUNDS 国内債券・NOMURA-BPI総合連動型上場投信」「NEXT FUNDS
外国債券・FTSE世界国債インデックス（除く日本・為替ヘッジなし）連動型上場投信」「iシェアーズ・コア　TOPIX ETF」「ＭＡＸＩＳ 海
外株式（ＭＳＣＩコクサイ）上場投信」（それぞれについて、以下「指定投資信託証券」といいます）に投資します。

主として国内外の株式や債券を主要投資対象とする指定投資信託証券への投資を通じて、実質的に国内外の複数の資産（日
本株式、日本債券、外国株式、外国債券）に分散投資し、信託財産の着実な成⾧と安定した収益の確保をめざして運用を行い
ます。各資産への投資比率は、以下の資産配分比率を基本とします。

計理処理の仕組み上、直近の追加設定分が反映さ
れないことなどにより、当ファンドの実質組入比率と基
本資産配分比率が、一時的に大幅に乖離する場合
などがあります。

NOMURA-BPI総合
MSCIコクサイ・インデックス（配当込み・円ベース）
FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）

2023年5月2日

基準価額
純資産総額

外国債券

-1.2%
24.6% 25.0%

-1.1%28.9% 30.0%

設定日

基準価額(税引前分配金再投資)は、分配実績があった場合に、税引前の分配金を
決算日の基準価額で再投資したものとして計算しています（以下同じ）。
参考指数の推移は、表示期間の期首の基準価額(税引前分配金再投資)をもとに委
託会社にて指数化したものを使用しています。
分配実績がない場合、あるいは設定来累計の分配金額が少額の場合、基準価額及
び基準価額(税引前分配金再投資)のグラフが重なって表示される場合があります 。

25%
30%

15.0%国内株式

基本資産
配分比率

15.0%
28.9% 30.0%

資産
実質組入

比率

資産 基本配分割合 指数
国内株式 TOPIX（配当込み）

国内債券
外国株式 -0.4%

差

国内債券
外国株式
外国債券

15%
30%

0.0%

10,680
6.10

円
百万円

-
- - - - -

- - - - 設定来のファンド騰落率は、10,000
円を基準として計算しています。

当ファンド
年換算

参考指数
　年換算

差（非年率） 0.95%

1.11%

-0.30%

5.02%

0.47%

- -
-

6.80%

- - - 5.85%

5.49%
ファンドの騰落率は、当ファンドに分配
実績があった場合に、税引前の分配
金を再投資したものとして計算してお
り、実際の騰落率とは異なります。

1か月 3か月 5年 10年 設定来6か月 1年 3年
-

- - --
- -

0.81% - -
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４．主な投資対象とする投資信託の運用状況 2023年8月末現在

■投資方針

■参考指数
当ファンドは、ベンチマークを設けません。ただし、以下の各指数を基本資産配分比率で合成した複合指数を参考指数とします。

■基準価額、純資産総額の推移

■ポートフォリオの構成

※

※

※

※

■騰落率（税引前分配金再投資）
※ 

※ 

 ● 当資料に記載の内容は、過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
 ● 当資料は、生命保険契約の募集または投資信託の勧誘を目的としたものではありません。
 ● 当資料は、各運用会社の運用報告をSOMPOひまわり生命が提供するものです。
 ● 商品内容の詳細については、「特別勘定のしおり」等をご覧ください。
 ● ご負担いただく費用や投資リスクについては、P.14～15をご確認ください。

-
-0.22% 0.76% - - - - -

- -

-
- - - -

- -　年換算 設定来のファンド騰落率は、10,000
円を基準として計算しています。差（非年率） 1.33%

ファンドの騰落率は、当ファンドに分配
実績があった場合に、税引前の分配
金を再投資したものとして計算してお
り、実際の騰落率とは異なります。

当ファンド 9.52%
年換算

参考指数 8.19%

0.98% 7.74% - - - -
-

1.19% 6.99% - - - - -

計理処理の仕組み上、直近の追加設定分が反映さ
れないことなどにより、当ファンドの実質組入比率と基
本資産配分比率が、一時的に大幅に乖離する場合
などがあります。

基準価額(税引前分配金再投資)は、分配実績があった場合に、税引前の分配金を
決算日の基準価額で再投資したものとして計算しています（以下同じ）。

1か月 3か月 6か月 1年 3年 5年 10年 設定来

参考指数の推移は、表示期間の期首の基準価額(税引前分配金再投資)をもとに委
託会社にて指数化したものを使用しています。
分配実績がない場合、あるいは設定来累計の分配金額が少額の場合、基準価額及
び基準価額(税引前分配金再投資)のグラフが重なって表示される場合があります 。

国内債券 19.0% 20.0% -1.0%
外国株式 39.4% 40.0% -0.6%
外国債券 19.1% 20.0% -0.9%

資産
実質組入

比率
基本資産
配分比率

差

国内株式 19.8% 20.0% -0.2%

基準価額
純資産総額

設定日 2023年5月2日

10,952 円
18.10 百万円

FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）

国内株式 20% TOPIX（配当込み）
資産 基本配分割合 指数

特別勘定名 投資対象とする投資信託と運用会社

バランス６０型（積極型） 世界ＥＴＦバランス６０ファンド（適格機関投資家専用）
 ＳＯＭＰＯアセットマネジメント株式会社

投資信託の特徴

主に国内外の株式や債券に投資します。主として「NEXT FUNDS 国内債券・NOMURA-BPI総合連動型上場投信」「NEXT FUNDS
外国債券・FTSE世界国債インデックス（除く日本・為替ヘッジなし）連動型上場投信」「iシェアーズ・コア　TOPIX ETF」「ＭＡＸＩＳ 海
外株式（ＭＳＣＩコクサイ）上場投信」（それぞれについて、以下「指定投資信託証券」といいます）に投資します。

主として国内外の株式や債券を主要投資対象とする指定投資信託証券への投資を通じて、実質的に国内外の複数の資産（日
本株式、日本債券、外国株式、外国債券）に分散投資し、信託財産の着実な成⾧と安定した収益の確保をめざして運用を行い
ます。各資産への投資比率は、以下の資産配分比率を基本とします。

国内債券 20% NOMURA-BPI総合
外国株式 40% MSCIコクサイ・インデックス（配当込み・円ベース）
外国債券 20%
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４．主な投資対象とする投資信託の運用状況 2023年8月末現在

バランス４０型（安定型）、バランス６０型（積極型）の各指定投資信託証券の運用状況

＜NEXT FUNDS 国内債券・NOMURA-BPI総合連動型上場投信＞
対象指数:NOMURA-BPI総合

■資産構成
NO
1
2

■騰落率
（分配金を非課税で再投資したものとして計算）

■資産内訳 銘柄数:1,197
■ポートフォリオ特性値 NO

1
2

※ 3
4
5

※ 6
7
8

＜NEXT FUNDS 外国債券・FTSE世界国債インデックス（除く日本・為替ヘッジなし）連動型上場投信＞
対象指数:FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）

■資産構成
NO
1
2

■騰落率
（分配金を非課税で再投資したものとして計算）

■ポートフォリオ特性値 ■通貨別（上位５通貨） ■国別（上位５国） 銘柄数:704
NO NO
1 1

※ 2 2
3 3
4 4

※ 5 5

 ● 当資料に記載の内容は、過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
 ● 当資料は、生命保険契約の募集または投資信託の勧誘を目的としたものではありません。
 ● 当資料は、各運用会社の運用報告をSOMPOひまわり生命が提供するものです。
 ● 商品内容の詳細については、「特別勘定のしおり」等をご覧ください。
 ● ご負担いただく費用や投資リスクについては、P.14～15をご確認ください。

5.7%

9.0%
7.3%

0.6%

債券

1か月 ３か月

基準価額（100口当たり）

2.8% 4.5% 5.5% 11.6%
1か月 ３か月 1年

種別

政府保証債

円建外債

合計

98.8%
1.2%

比率
国債 82.4%

4.0%
6.7年 48.5%

通貨名

その他資産

債券
その他資産

上記のポートフォリオ特性値は、ファンドの組入債券等
(現金等を含む)の各特性値(最終利回り、デュレー
ション)を、その組入比率で加重平均したもの。
デュレーション:金利がある一定割合で変動した場
合、債券価格がどの程度変化するかを示す指標。

平均最終利回り 比率 国名
アメリカ・ドル

平均デュレーション

比率

9.1年

設定日
純資産総額

資産

平均デュレーション

平均最終利回り
地方債 6.7%

1.9%

6.1%

48.1%

中国・人民元
イギリス・ポンド

アメリカ
イタリア
フランス
中国

-3.6%-4.9%-0.7% -2.0% -2.7%

比率

3年
18.6%
設定来

金融債 0.3%
事業債 6.6%

100.0%

0.2%
MBS・ABS

上記のポートフォリオ特性値は、ファンドの組入債券等
(現金等を含む)の各特性値(最終利回り、デュレー
ション)を、その組入比率で加重平均したもの。
デュレーション:金利がある一定割合で変動した場
合、債券価格がどの程度変化するかを示す指標。

スペイン2.0%

6.1%
5.0%

33.2%ユーロ

カナダ・ドル

円
億円

2017年12月7日

104,834
321

円
億円

2017年12月7日

93,472
615

1年 3年 設定来

99.4%
0.6%

基準価額（100口当たり）

純資産総額
設定日

資産 比率

1.3%
その他資産 0.6%

920

940

960

980

1000

1020

1040

1060

2017/12/11 2018/12/11 2019/12/11 2020/12/11 2021/12/11 2022/12/11

市場価格（１口当たり）の推移

920

940

960

980

1000

1020

1040

1060

1080

2017/12/11 2018/12/11 2019/12/11 2020/12/11 2021/12/11 2022/12/11

市場価格（１口当たり）の推移
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４．主な投資対象とする投資信託の運用状況 2023年8月末現在

バランス４０型（安定型）、バランス６０型（積極型）の各指定投資信託証券の運用状況

＜iシェアーズ・コア　TOPIX ETF＞
対象指数:TOPIX（配当込み）

■騰落率
（分配金を非課税で再投資したものとして計算）

■組入上位10業種
NO NO
1 6
2 7
3 8
4 9
5 10

■組入上位10銘柄 銘柄数:2,159
NO NO
1 6
2 7
3 8
4 9
5 10

＜ＭＡＸＩＳ 海外株式（ＭＳＣＩコクサイ）上場投信＞
対象指数:MSCIコクサイ・インデックス

■騰落率（分配金控除後ベース）

■国別（上位５国）
NO
1
2
3
4
5

■組入上位10銘柄 銘柄数:1,276
NO NO
1 6
2 7
3 8
4 9
5 10

 ● 当資料に記載の内容は、過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
 ● 当資料は、生命保険契約の募集または投資信託の勧誘を目的としたものではありません。
 ● 当資料は、各運用会社の運用報告をSOMPOひまわり生命が提供するものです。
 ● 商品内容の詳細については、「特別勘定のしおり」等をご覧ください。
 ● ご負担いただく費用や投資リスクについては、P.14～15をご確認ください。

比率

基準価額（100口当たり）

純資産総額
設定日

0.4% 9.6% 21.9% 54.5% 83.4%
1か月 ３か月 1年 3年 設定来

238,635 円
1兆4,076 億円
2015年10月19日

4.1%

電気機器 17.2%

銘柄 業種名 比率

業種名 比率 業種名
化学 5.9%

日本電信電話 情報・通信業 1.6%

銀行業 6.6%

キーエンス 電気機器 1.8%

卸売業 6.8%

三菱UFJフィナンシャルG 銀行業 2.2%

情報・通信業 8.1%

ソニー 電気機器 2.6%

輸送用機器 8.3%

トヨタ自動車 輸送用機器

医薬品 5.1%

三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙG 銀行業 1.4%

機械 5.5%

日立 電気機器 1.4%

小売業 4.4%

銘柄 業種名 比率

1.4%

サービス業 4.9%

三菱商事 卸売業 1.4%

フランス 3.4%

3年 設定来
71.3% 352.6%

円
169 億円

東京ｴﾚｸﾄﾛﾝ 電気機器

カナダ 3.2%
スイス 2.8%

三井物産 卸売業 1.2%

国名 比率
アメリカ 72.4%
イギリス 4.1%

1か月 ３か月 1年
1.7% 10.3% 19.3%

基準価額（100口当たり）

純資産総額
設定日 2010年11月22日

452,560

ALPHABET INC-CL A

国・地域名

アメリカ
アメリカ
アメリカ
アメリカ
アメリカ

NVIDIA CORP

銘柄
APPLE INC
MICROSOFT CORP
AMAZON.COM INC

BERKSHIRE HATHAWAY INC-CL B アメリカ 金融サービス 0.8%
UNITEDHEALTH GROUP INC アメリカ ヘルスケア機器・サービス 0.8%

TESLA INC アメリカ 自動車・自動車部品 1.3%
META PLATFORMS INC-CLASS A アメリカ メディア・娯楽 1.2%

半導体・半導体製造装置
メディア・娯楽

比率
5.4%
4.2%
2.3%
2.2%
1.5%

業種名
テクノロジ・ハードウェア・機器

ソフトウェア・サービス

銘柄 国・地域名 業種名 比率
ALPHABET INC-CL C アメリカ メディア・娯楽 1.3%

一般消費財・サービス流通・小売り

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500

5000

2010/11/25 2014/11/25 2018/11/25 2022/11/25

市場価格（１口当たり）の推移

1000

1300

1600

1900

2200

2500

2015/10/21 2017/10/21 2019/10/21 2021/10/21

市場価格（１口当たり）の推移
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４．主な投資対象とする投資信託の運用状況 2023年8月末現在

■ 基準価額・ベンチマーク騰落率

■ベンチマーク
TOPIX（東証株価指数、配当込み）

■基準価額の推移

※ 基準価額は信託報酬控除後の値です。
※ 基準価額およびベンチマークはファンド設定日前日を10,000として指数化しています。
※ 基準価額の推移および騰落率は分配金(税引前)を再投資したと仮定して算出しています。

■株式組入上位10銘柄 銘柄数:2,155 ■株式組入上位5業種
NO NO
1 1
2 2
3 3
4 4
5 5
6
7
8
9
10
※ 株式組入上位10銘柄および株式組入上位5業種は、マザーファンドの組入株式の合計を100%とした割合です。
※ 銘柄数はマザーファンドの組入銘柄数（現物）です。

 ● 当資料に記載の内容は、過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
 ● 当資料は、生命保険契約の募集または投資信託の勧誘を目的としたものではありません。
 ● 当資料は、各運用会社の運用報告をSOMPOひまわり生命が提供するものです。
 ● 商品内容の詳細については、「特別勘定のしおり」等をご覧ください。
 ● ご負担いただく費用や投資リスクについては、P.14～15をご確認ください。

投資信託の特徴

当ファンドは、わが国の株式市場全体の⾧期的成⾧をとらえることを目標に、TOPIX（東証株価指数、配当込み）に連動する投資成果を
目指した運用を行います。「インデックス・マザー・ファンド国内株式」の受益証券を主要投資対象とします。なお、株式等に直接投資することが
あります。

特別勘定名 投資対象とする投資信託と運用会社

国内株式型 国内株式インデックス・ファンドＶＡ（適格機関投資家専用）
ブラックロック・ジャパン株式会社 

三井物産 卸売業 1.2%

卸売業 6.9%
銀行業 6.6%

三菱商事 卸売業 1.4%
三井住友フィナンシャルＧ 銀行業 1.4%

東京エレクトロン 電気機器

日　立

ソニーグループ
輸送用機器
電気機器

比率業種

2.6%

比率業種
4.2%

銘柄
トヨタ自動車

日本電信電話 情報・通信業
電気機器

2.2%
1.8%

三菱ＵＦＪフィナンシャルＧ
キーエンス

-

20.36%
0.43%

電気機器 1.4%

銀行業

1.6%

差異 -0.05% -0.13% - -
9.63% -

-
-

3年 設定来

1.4%

電気機器 17.3%
輸送用機器 8.4%
情報・通信業 8.1%

TOPIX（東証株価指数、配当込み）は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有する我が国を
代表する指数です。TOPIX（東証株価指数、配当込み）の指数値およびTOPIX（東証株価指数、配当込み）に係る標章又は
商標は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算
出、指数値の公表、利用などTOPIX（東証株価指数、配当込み）に関するすべての権利・ノウハウおよびTOPIX（東証株価指
数、配当込み）に係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。ＪＰＸは、TOPIX（東証株価指数、配当込
み）の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。

21.43%
9.50% -

-
-

-1.07%

3か月 6か月 1年

BM

純資産総額
設定日 2023年3月15日

1か月
0.38%基準価額

12 百万円
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４．主な投資対象とする投資信託の運用状況 2023年8月末現在

※三菱ＵＦＪ国際投信株式会社は、2023年10月1日より商号を三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社に変更します。

■ 基準価額・ベンチマーク騰落率

※設定来のファンドの騰落率は、10,000を起点として計算しています。
■ベンチマーク

ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円換算ベース）

■基準価額の推移

※ 基準価額は、運用管理費用（信託報酬）控除後の値です。
※ ベンチマークは、設定日を10,000として指数化しています。
※ 分配金実績がある場合は、分配金（税引前）を再投資したものとして計算しています。

■組入上位10銘柄 銘柄数:1,276 ■通貨別構成比率
NO NO
1 1
2 2
3 3
4 4
5 5
6 6
7
8 ※
9
10

■株式組入上位5カ国 ■株式組入上位5業種
NO NO ※ 表示桁未満の数値がある場合、四捨五入しています。
1 1 ※ 原則として、比率は純資産総額に対する割合です。
2 2 ※ 業種は、GICS（世界産業分類基準）で分類しています。
3 3 ※ 国・地域は原則、主要取引所所在地で分類しています。
4 4 ※
5 5

 ● 当資料に記載の内容は、過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
 ● 当資料は、生命保険契約の募集または投資信託の勧誘を目的としたものではありません。
 ● 当資料は、各運用会社の運用報告をSOMPOひまわり生命が提供するものです。
 ● 商品内容の詳細については、「特別勘定のしおり」等をご覧ください。
 ● ご負担いただく費用や投資リスクについては、P.14～15をご確認ください。

9.7%
4.2%

通貨名 比率

3.4%
2.9%

ALPHABET INC-CL C

特別勘定名 投資対象とする投資信託と運用会社

先進国株式型 外国株式インデックスオープンV（適格機関投資家限定） 
三菱ＵＦＪ国際投信株式会社

投資信託の特徴

ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円換算ベース）に連動する投資成果をめざして運用を行います。

基準価額 1.73% 11.38% - - - 12.87%
純資産総額 1か月

REITの組み入れがある場合、REITは株式に含めて表示
しています。

BM 1.70% 11.39% - - - 12.82%
差異 0.03% -0.01% - - - 0.05%

74.8%

ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み）とは、MSCI Inc.が開発した株価指数で、日本を除く世界の先進国で構成されていま
す。　ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円換算ベース）は、ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、米ドルベース）を
もとに、三菱ＵＦＪ国際投信が計算したものです。また、ＭＳＣＩコクサイ・インデックスに対する著作権及びその他知的財産権はす
べてMSCI Inc.に帰属します。

スイスフラン

1.3%

ALPHABET INC-CL A アメリカ コミュニケーション・サービス 1.5%
NVIDIA CORP

3か月 6か月 1年 3年 設定来
設定日 2023年5月2日

米ドル

83.5 百万円

4.2% ユーロ
英ポンド

比率
5.4%

銘柄 国・地域名 業種名

カナダドル

アメリカ 72.4% 情報技術 22.0%

APPLE INC アメリカ 情報技術

国・地域名 比率 業種名 比率

アメリカ

アメリカ 情報技術

MICROSOFT CORP 情報技術

BERKSHIRE HATHAWAY INC-CL B アメリカ 金融 0.8%
0.8%

AMAZON.COM INC アメリカ 一般消費財・サービス 2.3%

ヘルスケア

アメリカ コミュニケーション・サービスMETA PLATFORMS INC-CLASS A

アメリカ コミュニケーション・サービス 1.3%
TESLA INC アメリカ 一般消費財・サービス

2.2%

その他 5.0%
合計 100%

為替予約等を含めた実質的な
比率です。

スイス 2.8% 資本財・サービス 9.8%

フランス 3.4% ヘルスケア 12.7%
カナダ 3.2% 一般消費財・サービス 10.2%

イギリス 4.1% 金融 14.5%

UNITEDHEALTH GROUP INC アメリカ

1.2%
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４．主な投資対象とする投資信託の運用状況 2023年8月末現在

■ 騰落率

※

■基準価額の推移

※ 基準価額は、運用管理費用控除後のものです。
※

※ 当該実績は過去のものであり、将来の運用成果等を保証するものではありません。

＜フィデリティ・ファンズ－ワールド・ファンド＞ (2023年7月末現在)
■株式組入上位10銘柄 銘柄数:98 ■通貨別構成比率
NO NO
1 1
2 2
3 3
4 4
5 5
6 6
7 7
8 8
9
10

■株式組入上位5カ国 ■株式組入上位5業種 ※
NO NO
1 1
2 2 ※
3 3
4 4 ※
5 5

※

 ● 当資料に記載の内容は、過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
 ● 当資料は、生命保険契約の募集または投資信託の勧誘を目的としたものではありません。
 ● 当資料は、各運用会社の運用報告をSOMPOひまわり生命が提供するものです。
 ● 商品内容の詳細については、「特別勘定のしおり」等をご覧ください。
 ● ご負担いただく費用や投資リスクについては、P.14～15をご確認ください。

騰落率は、収益分配金を再投資したものとして算出しています。ただし、
購入時手数料および収益分配金にかかる税金は考慮していません。

合計

比率国・地域銘柄

2.0%
2.0%

比率通貨
アメリカ・ドル

MASTERCARD INC
UNITEDHEALTH GROUP INC
APPLE INC
AMERISOURCEBERGEN CORP

JPMORGAN CHASE & CO
JOHNSON & JOHNSON

アメリカ
アメリカ

金融
ヘルスケア

一般消費財・サービス

特別勘定名 投資対象とする投資信託と運用会社

先進国株式アクティブ型 フィデリティ・グローバル株式・ファンド（適格機関投資家専用）
 フィデリティ投信株式会社

投資信託の特徴
投資信託証券への投資を通じて、実質的に日本を含む世界の企業の株式等へ投資を行ないます。

ユーロ
日本・円

65.0%
11.9%
9.5%

5.4%
3.3%
2.4%

MICROSOFT CORP
ALPHABET INC
AMAZON.COM INC

アメリカ
アメリカ
アメリカ

業種
情報技術
コミュニケーション・サービス

アメリカ

2.0%

アメリカ
アメリカ
アメリカ
アメリカ

5.2%
1.8%
1.6%
1.6%
3.4%

イギリス・ポンド
スイス・フラン
デンマーク・クローネ
カナダ・ドル
その他

金融
ヘルスケア
情報技術
ヘルスケア

2.4%
2.0%

100.0%1.9%

22.0%
18.7%
17.9%
11.0%

フランス

比率
64.6%
9.5%
5.2%
4.7%
2.9%

国・地域
アメリカ
日本
イギリス
ドイツ

情報技術
金融

純資産総額 1か月 3か月 6か月 1年 3年 設定来75.6 百万円

フィデリティ・ファンズ－ワールド・ファンドはルクセンブルグ
籍証券投資法人です。
当ファンドの管理事務代行会社の提供するデータに基
づき作成しています。
表にある比率は、対純資産総額比率です。それぞれ
の項目を四捨五入して表示しています。

基準価額（分配金再投資）は、ファンド設定時に10,000円でスタートしてからの収益分配金を再投資した実績評価額です。
ただし、購入時手数料および収益分配金にかかる税金は考慮していません。

「フィデリティ・グローバル株式・ファンド（適格機関投
資家専用）」は「フィデリティ・ファンズ－ワールド・ファン
ド」を購入しています。

- - - 17.43%設定日 2023年4月14日 基準価額 1.32% 11.09%

HCA HEALTHCARE INC 1.7%ヘルスケア

10.4%

業種

ヘルスケア
資本財・サービス
一般消費財・サービス

比率
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４．主な投資対象とする投資信託の運用状況 2023年8月末現在

■ 基準価額・ベンチマーク騰落率

※

■ベンチマーク
MSCIエマージング・マーケット・インデックス（税引後配当込み、円ヘッジなし・円ベース）

■基準価額の推移

※
※

※
※

※

■株式組入上位10銘柄 銘柄数:1,227 ■株式組入上位5カ国
NO NO
1 1
2 2
3 3
4 4
5 5
6
7 ■株式組入上位5業種
8 NO
9 1
10 2
※ 上記データは、マザーファンドの対純資産総額に対する比率です。 3
※ 個別の銘柄の取引を推奨するものではありません。 4
※ 上記銘柄については将来の組入れを保証するものではありません。 5

 ● 当資料に記載の内容は、過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
 ● 当資料は、生命保険契約の募集または投資信託の勧誘を目的としたものではありません。
 ● 当資料は、各運用会社の運用報告をSOMPOひまわり生命が提供するものです。
 ● 商品内容の詳細については、「特別勘定のしおり」等をご覧ください。
 ● ご負担いただく費用や投資リスクについては、P.14～15をご確認ください。

462 億円

基準価額は信託報酬控除後の値です。
信託報酬率（税抜）は、設定から2010年2月16日までは0.85％、2012年2月16日までは0.79％、2020年9月30日ま
では0.55％、2020年10月1日以降は0.34％です。
分配金込み基準価額は、当ファンドに分配金実績があった場合に、当該分配金（税引前）を再投資したものとして計算した理
論上のものである点にご留意下さい。

銘柄 国名 業種 国名比率

BM -1.53% 7.79% 11.65% 7.80% 31.75% 88.94%

特別勘定名 投資対象とする投資信託と運用会社

 新興国株式型 インデックスファンド海外新興国（エマージング）株式 
日興アセットマネジメント株式会社 

投資信託の特徴
主として、新興国の株式に投資を行ない、MSCIエマージング・マーケット・インデックス（税引後配当込み、円ヘッジなし・円ベース）の動きに
連動する投資成果をめざします。

設定日 2008年4月1日 基準価額 -1.55% 7.62%
純資産総額 1か月 3か月 6か月 1年 3年 設定来

11.34% 7.42% 29.40% 73.73%

CHINA CONSTRUCTION BANK-H

台湾
中国
韓国
ケイマン諸島

-2.35% -15.21%

基準価額の騰落率は、当ファンドに分配金実績があった場合に、当
該分配金（税引前）を再投資したものとして計算した理論上のも
のである点にご留意下さい。

基準価額、ベンチマークは、設定日の前営業日を10,000として指数化しています。
「MSCIエマージング・マーケット・インデックス（税引後配当込み、円ヘッジなし・円ベース）」に関する著作権等の知的財産権そ
の他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。

差異 -0.02% -0.17% -0.31% -0.38%

6.0%
3.6%
3.4%
2.7%
1.3%
1.2%
0.8%
0.8%

TAIWAN SEMICONDUCTOR MANUFAC

TENCENT HOLDINGS LTD
SAMSUNG ELECTRONICS CO LTD

ALIBABA GROUP HOLDING LTD
RELIANCE INDUSTRIES LTD
MEITUAN-CLASS B
ICICI BANK LTD
INFOSYS LTD
HDFC BANK LIMITED

比率
14.4%
14.0%
13.8%
11.5%

0.7%
中国

半導体・半導体製造装置
メディア・娯楽
テクノロジー・ハードウェア
一般消費財・サービス流通
エネルギー
消費者サービス
銀行
ソフトウェア・サービス
銀行
銀行

インド
ケイマン諸島
インド
インド
インド

0.7%

中国
インド
台湾
ケイマン諸島
韓国

7.4%
6.2%

業種
銀行
半導体・半導体製造装置
テクノロジー・ハードウェア
素材
メディア・娯楽

11.4%

比率
15.3%
8.6%
8.3%
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４．主な投資対象とする投資信託の運用状況 2023年8月末現在

■ 基準価額・ベンチマーク騰落率

■ベンチマーク
ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、国内投信用円ベース）

■基準価額の推移

※ 基準価額は信託報酬控除後の値です。
※ 基準価額およびベンチマークはファンド設定日前日を10,000として指数化しています。
※ 基準価額の推移および騰落率は分配金(税引前)を再投資したと仮定して算出しています。

■資産構成比率 ■ポートフォリオの状況 ■国別構成比率 ■通貨別構成比率
NO NO NO
1 1 1
2 2 2

3 3
4 4
5 5

銘柄数:508

※

※ ポートフォリオの状況はマザーファンドの数値です。
※ 銘柄数はマザーファンドの組入銘柄数（現物）です。

 ● 当資料に記載の内容は、過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
 ● 当資料は、生命保険契約の募集または投資信託の勧誘を目的としたものではありません。
 ● 当資料は、各運用会社の運用報告をSOMPOひまわり生命が提供するものです。
 ● 商品内容の詳細については、「特別勘定のしおり」等をご覧ください。
 ● ご負担いただく費用や投資リスクについては、P.14～15をご確認ください。

100.0%合計 100.0%合計

特別勘定名 投資対象とする投資信託と運用会社

先進国債券型 外国債券インデックス・ファンドＶＡ（適格機関投資家専用）
ブラックロック・ジャパン株式会社 

投資信託の特徴

日本を除く先進国の国債市場を代表する指数（ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、国内投信用円ベース））に連動する運用成
果を目指します。先進国債券インデックス・マザーファンドの受益証券への投資を通じて、日本を除く先進国の国債等を主要投資対象としま
す。

- -0.32%

ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、国内投信用円ベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営されている債券イン
デックスです。FTSE Fixed Income LLCは、本ファンドのスポンサーではなく、本ファンドの推奨、販売あるいは販売促進を行っており
ません。このインデックスのデータは、情報提供のみを目的としており、FTSE Fixed Income LLCは、当該データの正確性および完全
性を保証せず、またデータの誤謬、脱漏または遅延につき何ら責任を負いません。このインデックスに対する著作権等の知的財産その
他一切の権利はFTSE Fixed Income LLCに帰属します。

差異 0.02%

資産構成比率、国別構成比率、通貨別構成比率はマザーファンドの純資産総額に対する割合です。
大口資金の設定または解約等により、キャッシュ等の比率が一時的に大きくなる、またはマイナスになる場合があります。

平均残存年数
修正デュレーション

通貨名 比率
米国・ドル 47.4%
ユーロ 32.9%
中国・人民元 6.5%
英国・ポンド 4.9%
その他 8.3%

キャッシュ等

0.02% - -
BM 2.73% 4.54% - -

設定日 2023年3月15日 基準価額 2.75% 4.56%
純資産総額 1か月 3か月6 百万円 6か月 1年 3年 設定来

キャッシュ等 2.4%

- - - 8.71%
- 9.03%

イタリア 7.4%
その他 34.9%

2.4% フランス 8.2%
100.0%合計

比率 国名 比率資産名 8.57年
債券 97.6% 6.60年 米国 47.1%
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４．主な投資対象とする投資信託の運用状況 2023年8月末現在

■ 基準価額・ベンチマーク騰落率

■ベンチマーク
Ｓ＆Ｐ　Ｊ－ＲＥＩＴ指数（配当込み）

■基準価額の推移

※ 基準価額は信託報酬控除後の値です。
※ 基準価額およびベンチマークはファンド設定日前日を10,000として指数化しています。
※ 基準価額の推移および騰落率は分配金(税引前)を再投資したと仮定して算出しています。

■国内リート組入上位10銘柄 銘柄数:60 ■税引前分配金（1万口あたり）
NO 該当ありません。
1
2 ■資産構成比率
3 NO ※
4 1
5 2
6 3
7
8
9
10
※

※ 銘柄数はマザーファンドの組入銘柄数（現物）です。

 ● 当資料に記載の内容は、過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
 ● 当資料は、生命保険契約の募集または投資信託の勧誘を目的としたものではありません。
 ● 当資料は、各運用会社の運用報告をSOMPOひまわり生命が提供するものです。
 ● 商品内容の詳細については、「特別勘定のしおり」等をご覧ください。
 ● ご負担いただく費用や投資リスクについては、P.14～15をご確認ください。

100.0%合計

5.5%
野村不動産マスターＦ
ジャパンリアルエステイト

ＧＬＰ投資法人 4.1%

日本プロロジスリート 5.1%

キャッシュ等 0.1%

資産名 比率
投資証券 97.9%
先物 2.0%

資産構成比率はマザーファンドの純資産総額に対す
る割合です。大口資金の設定または解約等により、
キャッシュ等の比率が一時的に大きくなる、またはマイ
ナスになる場合があります。

- 1.01%

Ｓ＆Ｐ Ｊ－ＲＥＩＴ指数は、S&P Dow Jones Indices LLCまたはその関連会社（以下「SPDJI」）の商品であり、これを利
用するライセンスがブラックロック・ジャパン株式会社に付与されています。Standard & Poorbs®およびS&P®はStandard &
Poorbs Financial Services LLC （「S&P」）の登録商標で、Dow Jones®はDow Jones Trademark Holdings LLC
（「Dow Jones」）の登録商標であり、これらの商標を利用するライセンスがSPDJIに、特定目的での利用を許諾するサブライセンス
がブラックロック・ジャパン株式会社にそれぞれ付与されています。当ファンドは、SPDJI、Dow Jones、S&Pおよびそれらの関係会社に
よって支持、保証、販売、または販売促進をされるものではなく、また、これら関係者のいずれも、当ファンドへの投資の妥当性に関して
いかなる表明も行わず、当該インデックスのいかなる誤り、欠落または遅延に対しても何ら責任を負いません。

差異 -0.01% -0.04% - -

- - - 6.96%
BM 1.46% 2.00% - - - 5.95%

設定日 2023年3月15日 基準価額 1.45% 1.96%
6か月 1年 3年 設定来

投資信託の特徴
日本の不動産投資信託証券（リート）市場を代表する指数（Ｓ＆Ｐ　Ｊ－ＲＥＩＴ指数（配当込み））に連動する運用成果を目指
します。国内リート・インデックス・マザーファンド受益証券への投資を通じて、日本の不動産投資信託証券等を主要投資対象とします。

純資産総額 1か月 3か月3 百万円

特別勘定名 投資対象とする投資信託と運用会社

国内リート型 国内リートインデックス・ファンドＶＡ（適格機関投資家専用）
ブラックロック・ジャパン株式会社 

国内リート組入上位10銘柄は、マザーファンドの
純資産総額に対する割合です。

銘柄 比率
日本ビルファンド 6.6%

大和ハウスリート 3.7%

5.1%

日本都市ファンド 4.3%

ユナイテッドアーバン投資 3.1%
アドバンス・レジデンス
オリックス不動産投資 3.2%

3.1%
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５．ご負担いただく費用について
（１）保険関係費用
保険関係費用とは、お払い込みいただいた保険料もしくは積立金から控除される諸費用です。

項目 費用 控除する時期等
① 保険契約の締結および維持に必要な

費用（※1）
(第１保険期間中のみ)(※2)

（被保険者の年齢、性別などにより
異なるため、具体的な金額や上限
額を表示することができません。）

② 特別勘定の管理に必要な費用
各特別勘定の積立金額に対して、
年率0.2％

③ 基本保険金額保証に関する費用
（第１保険期間中のみ）

各特別勘定の積立金額に対して、
年率0.25％

⑤ 保険料払込免除に関する費用
(第１保険期間中のみ)(※2) (※4)

保険料に対して、0.1～0.2％を乗
じた金額

（※1）保険契約の維持に必要な費用には、保険料の収納にかかる費用が含まれます。
（※2）払済保険（変額）に変更後は控除されません。
（※3）保険契約の維持に必要な費用の一部を含みます。
（※4）「健康ステージを適用する場合の特則」が適用される場合、保険料払込免除後の健康積立金を加算する費用を含みます。

・

（２）資産運用関係費用

① バランス40型（安定型）
② バランス60型（積極型）
③ 国内株式型
④ 先進国株式型
⑤ 先進国株式アクティブ型
⑥ 新興国株式型
⑦ 先進国債券型
⑧ 国内リート型
⑨ 短期金融市場型

・ 運用関係費用は、主な投資対象となる投資信託の2022 年10 月時点の信託報酬率を記載しています。
・

・

・ 信託報酬の他、監査報酬、信託事務の諸費用、有価証券の売買委託手数料および消費税等の税金等がかかりますが、これらの諸費
用は運用資産額や取引量等によって変動するため、費用の発生前に金額や計算方法を確定することは困難であり、表示することができま
せん。また、これらの費用は投資信託の純資産総額から控除されます。したがって、お客さまはこれらの費用をこのご契約が保有する持分に
応じて間接的に負担することになります。

変額用保険料免除特約を付加した場合、特約部分の保険料は、特約による保険料払込免除に関する費用、特約の締結および維持
に必要な費用としてご負担いただくものであり、特別勘定に繰り入れる際にはお払い込みいただいた保険料から控除します。
このため、特別勘定に繰り入れる金額は特約を付加しない場合と同額です。この特約を付加した場合に増加する保険料部分について
は、特別勘定での運用はいたしません。

特別勘定の投資対象となる投資信託の純
資産総額から毎日控除します。

金利情勢、投資対象とする短期金融商品によって変動します。

特別勘定 控除する時期等

①、②、⑤の主な投資対象となる投資信託はファンドオブファンズ方式です。
このためご契約者が実質的にご負担いただく費用は、投資対象である投資信託の信託報酬と、その投資信託が組入れるファンドの信託
報酬等との合算となります。なお、組入れファンドの変更等により将来的に信託報酬率は変動することがあります。
①、②はバランス型投資信託であり、上表の信託報酬率は、基準配分比率に基づき算出していますが、実際の組入れ比率は運用状況
に応じて変動するため、運用関係費用も変動します。加えて、組入れファンドの一部は市場金利に応じて信託報酬率が変動します。

年率0.3740％
年率0.0825％
年率0.0660％

実質年率0.18398％～0.20378％ 程度
実質年率0.18920％～0.20460％ 程度

年率0.0605％
年率0.1430％

実質年率0.7285％ 程度

特別勘定に繰り入れる際に保険料から控除します。

＜ 責任開始期に関する特約を付加した場合＞

特別勘定に繰り入れる際に保険料から控除します。

左記の365分の１を、ユニットプライスの計算の過程で毎
日控除します。

第１回保険料が入金された日の属する月の翌月１日
または契約日のいずれか遅い日始、および月単位の契
約応当日始に積立金から控除します。

＜ 責任開始期に関する特約を付加しない場合＞
契約日始および月単位の契約応当日始に積立金から
控除します。

④ 死亡保障などに必要な費用
（危険保険料に相当する費用）
（※3）

（被保険者の年齢、性別などにより
異なるため、具体的な金額や上限
額を表示することができません。）

費用（税込）
特別勘定の投資対象となる投資信託の

純資産総額に対して
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５．ご負担いただく費用について
（３）解約・減額時にご負担いただく費用

項目 費用 控除する時期等

解約控除
解約日または減額日における保険料の払込年月数および保険契約の経過年
月数が５年未満の場合に、基本保険金額またはその減額分に対して、保険料
の払込年月数および保険契約の経過年月数により計算した額

解約日または減額日の積立金額
から控除します。

・

・

（４）年金支払特約、年金移行特約による年金支払期間中にご負担いただく費用
項目 費用 控除する時期等

年金管理費 毎年お支払いする年金額に対して0.5％
毎年の年金支払の基準日に責任
準備金から控除します。

この保険にかかる費用の合計額は、（１）保険関係費用および（２）運用関係費用の合計額です。
ただし、上記（３）または（４）の場合は、その費用をあわせてご負担いただきます。

６．投資リスクについて
●
●

●

●

自動延⾧就労不能・介護保障定期保険、払済保険（変額）、定額払済終身保険へ変更する場合も、保険料の払込年月数および
保険契約の経過年月数が５年未満のときは、変更後のご契約に充当する解約返戻金に解約控除がかかります。

解約控除額は基本保険金額・保険料払込期間・保険料の払込年月数および保険契約の経過年月数によって異なるため、具体的な金
額を表示することができません。

商品に関しては、「契約締結前交付書面（契約概要・注意喚起情報）」「ご契約のしおり・約
款」「特別勘定のしおり」をご覧ください。

この保険は、特別勘定の運用実績にもとづいて積立金額、解約返戻金の額等が変動（増減）するしくみの変額保険です。
特別勘定資産は主として投資信託を通じて国内外の株式・債券等に投資されますので、この保険には資産配分リスク・価格変動リスク・金
利変動リスク・為替変動リスク・信用リスク・カントリーリスク・流動性リスク・デリバティブ取引のリスク等の投資リスクがあります。
そのため、株価や債券等の価格の下落・為替の変動等により、積立金額、解約返戻金の額等のお受け取りになる金額が払込保険料の合
計額を下回ることがあり、ご契約者に損失が生じるおそれがあります（積立金額や解約返戻金の額に最低保証はありません。）
これらの投資リスクはすべてご契約者に帰属します。特別勘定資産の運用成果がご契約者の期待どおりではなかった場合でも、当社または
生命保険募集人などの第三者がご契約者に何らかの補償・補てんをすることはありません。
運用対象・運用方針の異なる複数の特別勘定の中から、お客さまのご判断で投資対象となる特別勘定をお選びいただきます。
また、ご契約後に特別勘定への保険料の繰入割合を変更、または積立金の移転（スイッチング）を行う場合、特別勘定の種類によっては
基準となる指標やリスクの種類が変わることがあります。
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【参考】用語集

アクティブ型

基準価額

為替ヘッジ

信託報酬

特別勘定

デュレーション

騰落率

ベンチマーク

ポートフォリオ

マザーファンド

ユニットプライス

ある期間の始めと終わりの二つの時点の価格を比較して、価格がどれだけ増減したかを表した指標のことを指します。

　変額保険におけるベンチマークとは、該当する資産の運用に際して、目標とする指標のことを指します。代表的なも
のとしてはTOPIXなどの市場平均が用いられます。

　投資家が一定の条件下（例:リスク量など）で最大の利益を上げることを目的に、債券や株式などの複数の資
産や複数の銘柄を組み合わせたものを指します。

　複数のベビーファンドと呼ばれる投資信託から資金を預かり、それをまとめて運用する投資信託のことをマザーファンド
と呼びます。マザーファンドは、ベビーファンドの資金をまとめて運用するため、ベビーファンドが個別に運用するよりも運
用規模を大きくしたり効率化を図ったりすることが可能になります。

　特別勘定の１ユニットあたりの価格（単位価格）のことをいいます。特別勘定資産の評価などを反映して毎日変
動（増減）します。

　金利がある一定割合で変動した場合、債券価格がどの程度変化するかを示す指標のことです。デュレーションが大
きいほど、金利変動による債券価格の変動率が大きくなります。

　プロの投資家が銘柄選定等を行い、市場平均を上回る運用成果を求める運用スタイルのことです。そのため、上手
くいけば市場平均よりも大きな収益を得られますが、逆の場合もあります。また、運用コストも市場平均を目指すファン
ドに比べて相対的に高めとなっています。

　投資信託の値段のことです。投資信託は、口（くち）とよばれる単位で取引を行い、基準価額は一口あたりの投
資信託の値段を指します。投資家が投資信託を購入･換金する際は、基準価額で取引が行われます。 基準価額
は、投資信託の資産のうち、投資家に帰属する額（「純資産総額」）を投資信託の総口数で割ることで算出されま
す。

　為替ヘッジは為替変動のリスクを抑えるために、為替予約等の手段を用いて円建の金額を確定させます。為替の
変動の影響を除き、資産の値動きのみから得られる損益を享受できますが、為替ヘッジのために手数料等のコストが
必要になります。

　投資信託を管理・運用してもらうための経費として、保有している間、投資家が支払い続ける費用のことです。投資
家が直接支払うのではなく、「純資産総額に対して何％」といった形で毎日差し引かれます。

　特別勘定とは、変額保険にかかる資産の管理・運用を行うもので、他の保険種類にかかわる資産とは区別し独立
して管理・運用を行います。
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